



































































　　表1は、TableA.210a、表 2はTableA4.10。表 2については、仕事及び仕事外での ICTの使
用頻度に関する背景調査の回答をもとに、項目反応理論を用いて推計し、平均値 2、標準偏差1の
分布に従うよう変換した数値である。各用途のICT使用頻度に関する回答に基づいて算出している。
2）丸山修、小磯勝人編『インターネット時代の公共図書館 2001：ハイブリット図書館の確立に向け
て』朝日メディアインターナショナル，2001．
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